
緑輝く  いきいき  新庄

新庄市平和都市宣言を象徴する旗。青
空に力強く伸びる大樹と生きること
の尊さを表現。昭和59年5月26日から
市庁舎前に掲揚している。

■平和都市宣言旗[生命樹]

ホームページ http://www.city.shinjo.yamagata.jp
メール　info@city.shinjo.yamagata.jp
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世
代
と
地
域
を
超
え
て
交
流

都
市
×
農
村
交
流
in 

エコ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン

　
青
山
学
院
大
学
・
黒
石
教
授
は
、平
成

十
年
か
ら
新
庄
に
残
る
歴
史
資
源
と
文

化
、地
域
住
民
に
よ
る
保
存
活
動
の
調

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
エ

コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
再
活
用
の
提
案

が
あ
り
、平
成
二
十
一
年
か
ら
学
生
た

ち
と
と
も
に
複
数
回
に
渡
り
エ
コ
ロ

ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
都

市
農
村
交
流
の
場
と
し
て
の
可
能
性
を

探
る
た
め
、学
生
た
ち
と
歴
史
的
背
景

の
調
査
や
建
物
の
実
測
、掃
除
会
な
ど

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
市
は
今
年
度
、「
農
」と「
食
」を
核
と

す
る
新
た
な
活
用
の
視
点
や
、人
と
の

多
面
的
な
関
わ
り
を
重
視
し
た
エ
コ

ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
利
用
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
可
能
性

を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
青
山
学
院
大
学
と
の
協

働
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

文
化
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

都
市
・
農
村
交
流
研
究
会

 

　
八
月
二
十
日
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
を
前
に
、こ
の
企
画
の
目
的
の
確
認

と
、都
市
と
農
村
に
お
け
る
現
状
と
課

題
、地
域
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
現
場
の

報
告
な
ど
を
行
う「
文
化
資
源
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
論
に
資
す
る
都
市
農
村
交
流

の
研
究
」と
題
し
て
研
究
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
研
究
会
で
は
、青
山
学
院
大
学
、東

北
工
業
大
学
、東
北
芸
術
工
科
大
学
の

教
授
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
の
研

究
に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
、地
域

の
取
り
組
み
と
し
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

農
縁
・
高
橋
保
廣
さ
ん
に
よ
る
体
験
発

表
や
市
農
林
課
に
よ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
、今
回
の
研
究
企
画
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
五
日
間
、エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン「
原
蚕
の
杜
」を
拠
点
に
ワ＊

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
研
究・発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、青
山
学
院
大
学
総
合
文
化
政
策
学
部
黒
石
ラ＊

ボ
と
市
が
協
働
に
よ
り
開
催
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
学
生
た
ち
も
新
庄
を
訪
れ
、小
学
生
や
市
民・関
係
団
体
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

8/20

Pro f i l e―
青山学院大学総合文化政策学部  
■黒石 いずみ 教授
近代住文化と社会思想、都市・建築デザ
インの歴史と理論、生活芸術と文化理
論、都市と地域の持続的関係などについ
て研究。平成２０年に、実習授業のひと
つとして 黒石ラボを開設。現在７名の学
生が在籍している。

■エコロジーガーデン
　「原蚕の杜」(太田)
昭和９年、「農林省蚕業試験場福島
支場新庄出張所」が開設。その後、
研究内容や組織・名称も変遷を遂げ、
平成１２年、使命を終え施設は閉所。
市は、その跡地を国から取得し、平成
１４年９月に、新庄市エコロジーガーデ
ン「原蚕の杜」として開園。今年度、

「有機の里づくり」の拠点として、広
大な敷地と施設群を市民の憩いの農
業公園とするため整備を進めている。

8/8/2020

＊ワークショップ／学習や創造、課題
解決のための訓練手法で、参加者
が作業や体験などを通し、テーマに
沿って合意形成を行う体験型講座。 
＊ラボ／ラボラトリー。研究所、研究機
関、実験室などを指す。

▲建物の実測に
基づいて学生が
制作したイメージ図
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地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
集
い
の
場
」。

人
々
が
、世
代
や
地
域
を
超
え
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
一
日
目
の「
と
っ

て
お
き
の
秘
密
基
地
を
作
ろ
う
！
」に

は
、新
庄
・
最
上
地
域
の
小
学
生
二
十

人
が
参
加
。
大
学
生
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
、小
学
生
が
四
〜
五
人
で
ひ
と
つ

の
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン

を
散
策
し
、秘
密
基
地
を
作
る
場
所
を

決
定
。
子
ど
も
た
ち
は
、地
形
や
周
り

の
環
境
な
ど
か
ら
最
適
な
場
所
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
次
は
、設
計
と
材
料
選
び
。
子
ど
も

た
ち
は
、リ
ー
ダ
ー
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
作
業
し
、各
チ
ー
ム
と
も
と
っ
て
お

き
の
秘
密
基
地
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
日
目
は
、「
パ
ー

テ
ィ
ー
に
お
友
だ
ち
を
招
待
し
よ

う
！
」と
題
し
て
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
づ
く
り
に
挑
戦
。

子
ど
も
た
ち
は
、自
分
た
ち
で
調
理
し

た
料
理
を
秘
密
基
地
に
運
び
、
パ
ー

テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
二
日
間

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
青
山
学

院
大
学
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
学

生
の
ほ
か
、「
農
」と「
食
」、食
育
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、地
域
で
活
動
す
る「
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
山
形
」の
会
員
や「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
農
縁
」の
人
た
ち
も
先
生
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、新

た
な
都
市
農
村
交
流
の
仕
組
み
と
し

て「
集
い
の
場
」の
環
境
整
備
や
方
法

に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て

考
え
、実
践
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　「
ま
た
や
っ
て
ね
」
こ
の
企
画
の
中

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
多
く
の

人
た
ち
か
ら
こ
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
新
庄
を
訪

れ
る
た
び
に
新
庄
の
街
や
人
々
、
空
間

に
魅
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
多
く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
そ
の

方
々
の
支
え
が
な
け
れ
ば
充
実
し
た

内
容
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
魅
力
を
エ
コ
ロ
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
に
再
発
見
し
、
そ
れ
を
共
有

す
る
こ
と
で
人
々
の
間
に
輪
が
で
き
、

広
が
っ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
ほ
か
に
も
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
黒
石
ラ
ボ
で
は
、
今
後
も
今
あ
る

人
々
の
輪
を
継
続
し
、
さ
ら
に
そ
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
広
が
っ
た
輪
が
よ
り
多

く
の
価
値
を
新
庄
に
見
出
し
、
よ
り
多

く
の
人
が
新
庄
と
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

８月２０日(金)午後１時３０分～ 

　文化資源マネジメント 
　　　　都市×農村交流研究会

８月２１日(土)午前９時～午後３時 

　とっておきの 
　　　　秘密基地を作ろう！

８月２２日(日)午前９時～午後３時 

　パーティーに 
　　　　お友だちを招待しよう！

８月２３日(月)午前９時～午後３時 
　思い出をかたちにしよう！

８月２４日(火)午前９時～正午 
　原蚕の杜の魅力を次世代に

8/21・22

青山学院大学 総合文化政策学部
３年 加藤　寛正さん
３年 大友　綾香さん

× 

都市×農村 

８月２０日(金)午後１時時３０３０分分

文化資源マネジネジメ
　 都市都市

8/8/2121 2

原蚕の杜
ワークショップ

7 広報 9.9  2010



国勢調査の対象と調査の場所
対　　象 調査の場所

10月1日現在、既に3カ月以上住んでいる人
ふだん住んでいる場所3カ月以上住んでいないが、10月1日を通じて

3カ月以上住むことになっている人

出稼ぎ、旅行、出張などで一時的に自宅を離れている

　①自宅不在期間が3カ月未満のとき 自宅で

　②自宅不在期間が3カ月以上のとき 出稼ぎ先などで

２箇所に住居を持っている人 寝泊りする日数の多い方

病院・療養所などの入院患者

　③3カ月以上入院しているとき 入院先で

　④入院してから３カ月にならないとき 自宅で

たびたび住居を移す人など、10月1日の前後
を通じ3カ月以上住んでいる所も、住むことに
なっている所もない人

10月1日現在いる所

１０月１日現在で全国いっせいに行います
　平成２２年１０月１日現在、日本国内にふだん住んでいるすべての人と世帯を対象とします。
外国籍の人も対象になります。
　国勢調査は以下のような流れで行います。

　９月２３日から、調査員が各世帯を訪問して調査票を配布します。記入いただいた調査票は、
封筒に入れて封をした上で調査員に渡していただくか、市役所へ郵送で提出していただきます。

調査票の記入内容は厳重に守られます
　調査員をはじめとする国勢調査に従事するすべての人には、統計法によって、個人情報を
保護するための厳格な守秘義務が課せられています。調査票に記入していただいた内容は、
統計の作成以外に使用することはありません。調査票は、外部にもれないように厳重に管理
し、集計が完了した後には完全に焼却破棄します。     

語り調査にご注意ください
　県内において、国勢調査の名を語って世帯の人数、子どものことを尋ねる不審電話が数
件確認されています。世帯を訪問する国勢調査調査員は「国勢調査調査員証」「国勢調査
調査員腕章」「国勢調査カバン」の三点を携帯して調査にうかがいます。不審な場合または
疑問に思われた場合には、政策経営課情報統計室にお問い合わせください。

October 1 is the Population Census Day.    ◎政策経営課情報統計室☎内線425

ニッポンの今を知り、未来をつくるための調査です。

10月1日は、

Q&A
Q　どうしても答えないといけないの？      
A　調査票が提出されなかったり正しい回答がえられなかった
りすると誤った統計になってしまいます。そのため国勢調査
は、統計法で基幹統計調査として定められており、調査票に
記入して提出する報告義務が定められています。
Q　調査結果はどのようなことに役立っているの？
A　国や、地方公共団体の政治・行政に利用されることはも
とより、民間企業や研究機関でも広く利用されています。ま
た次の基準について、法律で国勢調査の人口を基準とする
事が定められています。①衆議院の小選挙区の画定基準 
②衆議院の比例代表の議員定数の基準 ③地方交付税の
交付額の配分基準 ④都市計画の策定基準など
Q　調査結果はいつわかるの？
A　人口・世帯数の速報は２０１１年の２月に公表され、そのほ
かの集計結果は、順次インターネットや報告書で公表されます。
Q　ほかの場所に住んでいて、住民票を移してない家族
がいる場合、調査票に記入していいの？
A　国勢調査は実際の状況を調査します。世帯の状況をあ
りのままに記入してください。また、１０月１日現在、世帯にい
ない世帯員ついては右の表を参考にしてください。

Q　どうやって提出すればいいの？
A　記入した調査票は、後日調査員が回収にうかがいます。
また、今回の調査から郵送で市に提出することが可能になり
ました。同封の郵送提出用封筒に入れて、最寄りの郵便ポ
ストに投函ください。
 

8

総務省
統計局 山形県 新庄市 国勢調査

指導員
国勢調査
調査員

新庄市
全世帯
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WARASUKO  HIROBA  MEGO²  NEWS WARASUKO  H

め
ご
め
ご
通
信
第6号

10

入場
無料

●42  

西
南
戦
争
の
舞
台
裏

〜
西
郷
家
と
北ほ

う

条じ
ょ
う

巻け
ん

蔵ぞ
う

〜

　
明
治
十
年
一
月
、
新
政
府
の
士
族
解

体
策
等
に
不
満
を
抱
く
鹿
児
島
の
私

学
校
党
の
一
派
が
、
反
政
府
運
動
を
起

こ
し
た
。
私
学
校
は
、
征
韓
論
に
敗

れ
て
下
野
し
た
西
郷
隆
盛
が
設
立
し

た
学
校
で
あ
る
。
専
制
的
だ
と
政
府

を
非
難
す
る
生
徒
ら
の
激
昂
に
押
さ

れ
て
、
翌
二
月
、
西
郷
は
約
三
万
の

兵
を
率
い
て
決
起
し
た
。
西
南
戦
争

の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
ろ
、
現
地
で
そ
の
様
子
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
い
た
旧
新
庄
士
族
が

い
た
。
北
条
巻
蔵
で
あ
る
。
北
条
は
、

明
治
八
年
十
一
月
東
京
師
範
学
校
を
卒

業
し
、
同
九
年
二
月
、
開
校
近
い
鹿

児
島
師
範
学
校
に
訓
導
と
し
て
勤
め

た
。
師
範
は
同
年
九
月
に
開
校
し
た
。

し
か
し
、彼
は
、明
治
十
年
二
月
二
日
、

辞
表
を
提
出
し
た
。
そ
の
理
由
を
語

る
記
録
は
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
の
日
は
、
西
郷
が
反
政
府
へ
と
燃

え
上
が
る
周
囲
の
勢
い
を
止
め
難
く
、

決
起
を
決
意
し
た
日
で
あ
っ
た
。

　
後
年
、
北
条
の
同
僚
と
な
っ
た
中な

か

野の

豊と

よ

政ま

さ

が
、「
先
生
の
逸
話
」と
し
て
、

北
条
が
大
山
鹿
児
島
県
令
を
介
し
て

西
郷
の
密
書
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
福

岡
県
久く

留る

米め

に
お
い
て
捕
ら
え
ら
れ
、

襟
に
縫
い
こ
ん
で
い
た
密
書
は
飲
み

込
ん
だ
、
と
記
し
て
い
る
。
密
書
の

宛
先
や
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
西

郷
が
庄
内
藩
に
援
軍
を
依
頼
し
た
も

ふれあい
　　学びあい

緑輝く いきいき 新庄

　八
月
は
、お
盆
休
み
を
故
郷
で
過
ご
す

帰
省
客
や
、学
校
・
幼
稚
園
が
夏
休
み
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、「
わ
ら
す
こ
広
場
」に
は

多
く
の
来
館
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　連
日
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
熱
中
症
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、新
庄
で
も
湿
度
が
高

く
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
。
暑
い
中
わ
ら

す
こ
広
場
に
や
っ
て
来
た
方
々
は
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
た
と
た
ん
安
心
し
た

よ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
来

館
者
か
ら
は「
こ
の
暑
さ
で
は
家
の
中
で

も
暑
い
し
、ど
こ
で
遊
ば
せ
て
子
ど
も
の

ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る
か
、悩
み
の
た

ね
だ
」と
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　一
年
に
数
回
し
か
会
え

な
い
か
ら
と
、
帰
省
中
の

お
孫
さ
ん
や
娘
さ
ん
を
連

れ
て
楽
し
ん
で
い
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
。
同
級
生
や
友
だ
ち
と

待
ち
合
わ
せ
を
し
、
久
し

ぶ
り
の
対
面
に
互
い
の
子

ど
も
の
成
長
を
確
か
め
合

い
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な

が
ら
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
い
る
若
い
マ
マ
た

ち
。
ま
た
、お
盆
で
忙
し
い

お
母
さ
ん
に
代
わ
り
、
お

む
つ
を
替
え
、
面
倒
を
み

て
い
る
お
父
さ
ん
な
ど
、

多
く
の
方
に「
わ
ら
す
こ
広
場
」を
利
用

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　子
ど
も
は「
遊
び
」か
ら
成
長
し
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
一
人
遊
び
も
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、自
由
な

環
境
の
中
に「
一
人
で
も
遊
べ
る
し
、み
ん

な
で
も
遊
べ
る
」こ
と
が
大
切
で
す
。

　「
わ
ら
す
こ
広
場
」で
子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
遊
ぶ
姿
を
見
守
り
な
が
ら
、職

員
も
地
域
の
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、

思
い
や
り
の
心
や
支
え
あ
い
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、と
も

に
成
長
を
喜
び
合
え
る
、人
と
人
が
出
会

う
場
・
子
育
ち
の
場
・
親
育
ち
の
場
と
し

て
、ほ
っ
と
で
き
る
よ
う
な
広
場
と
し
て

「
わ
ら
す
こ
広
場
」を
安
心
し
て
集
え
る

居
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
九
月
の
予
定
〉

◇
十
七
日
㈮ 

め
ご
め
ご
子
育
て
講
座

　
　
　
　
　「
消
防
署
見
学
」

◇
二
十
一
日
㈫ 

め
ご
め
ご
子
育
て
講
座

　

　
　
　
　
　「
小
児
救
急
」

◇
三
十
日
㈭ 

子
育
て
交
流
遠
足

月9 遊びの広場と
　　　　巡回相談

9/14㈫・28㈫  保健センター

9/16㈭  八向地区公民館

9/21㈫ わくわく新庄
◎新庄市地域子育て支援センター
　（わらすこ広場内）　　　　　　　☎22-５１１５

８月もたくさんの子どもたち
が遊びに来てくれました

猛
暑
で
に
ぎ
わ
っ
た

「
わ
ら
す
こ
広
場
」

　　

こ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ



　　

●児童図書●

●一般図書●

鷹羽狩行句碑建立記念写真集
（館内でのみご覧いただけます）

百年読書会............................ 重松　清/編著
紫房の十手（鎌倉河岸捕物控17）..... 佐伯　泰英
今日を刻む時計.............................. 宇江佐真理
風が吹けば.................................... 加藤　実秋
路地裏ビルヂング.......................... 三羽　省吾
天海の秘宝  上・下........................ 夢枕　　獏
盗まれた細菌／初めての飛行機....ウ ェ ル ズ
日本人へ　リーダー篇...................塩野　七生
サッカーボールの音が聞こえる....... 平山　　譲
食品サンプルの作りかた、教えます。.... 今井　規雄
ダリア（ＮＨＫ趣味の園芸）............. 山 口 ま り
体脂肪計タニタの社員食堂.......... タ ニ タ
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人行きかうまち　人ふれあうまち　人学びあえるまち　しんじょう

たちねぶたくん................................ 中川ひろたか
じゃがいもポテトくん........................ 長谷川義史
おもしろい話が読みたい！ ラブリー編.... あさのあつこ 他
のねずみチッチとほしのみずうみ..... ふくざわゆみこ
まじょ子とふしぎなまほうやさん........ 藤　真知子
いないいないいるよ........................近藤薫美子

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
や
が
て
、
北
条
は
免
罪
と
な
り
い

っ
た
ん
新
庄
に
戻
る
が
、
明
治
十
二

年
二
月
、
鹿
児
島
の
西
郷
家
か
ら
隆

盛
の
遺
児
（
三
人
の
男
子
）
教
育
に
あ

た
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
を
受
け
、
再

び
鹿
児
島
に
赴
い
た
。
明
治
十
二
年

四
月
か
ら
同
十
四
年
二
月
ま
で
の
こ

と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
新
庄
に
戻
っ
た
彼
は
、
最

上
中
学
校
教
授
補
を
経
て
、
同
二
十

年
四
月
、
最
上
高
等
小
学
校
長
兼
新

庄
尋
常
小
学
校
長
と
な
る
。
本
人
の

書
い
た
履
歴
書
は
明
治
二
十
四
年
で

終
わ
っ
て
い
る
の
で
確
か
で
は
な
い

が
、
別
の
記
録
に
、
明
治
二
十
五
年

十
月
に
は
最
上
郡
書
記
（
兼
郡ぐ

ん

視し

学が

く

）

と
な
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
辺
の
経
緯

に
つ
い
て
も
や
や
不
可
解
で
あ
る
が
、

翌
年
（
明
治
二
十
六
年
）
の
八
月
、
死

去
し
て
い
る
（
享
年
三
十
九
）。
一
説

に
は
切
腹
に
よ
る
自
殺
と
も
言
わ
れ
、

密
書
の
件
と
い
い
、
彼
の
最
期
に
つ
い

て
も
謎
が
多
い
。

■開館時間:午前10時～午後6時
■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

高松塚古墳壁画、東大寺大仏殿…。国宝の本
当の色を知っていますか？国宝が製作された当
時の姿、色を、デジタル技
術を駆使して復元。復元
後と現在の姿のビジュア
ル比較も。

今月の本
『国宝 よみがえる色彩』
                             小林　泰三／著

市
民
活
動
交
流
ひ
ろ
ば
「
ぷ
ら
っ

と
」
で
は
、
福
祉
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹

介
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
メ
ニ
ュ

ー
２
０
１
０・
初
ボ
ラ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
「
や
り
た
い
人
」

と
「
必
要
と
し
て
い
る
団
体
や
施
設
」

を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

市
民
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　「
初
ボ
ラ
」
と
は
、「
初
め
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
意
味
で
、
中
・
高
生

を
は
じ
め
社
会
人
の
皆
さ
ん
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
出
会
い
、
自
分
の
目
標
や
生
き
が

い
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら

い
た
い
と
発
行
し
ま
し
た
。
五
千
部
作

成
し
、
市
内
の
中
学
校
・
高
校
、
事
業
所

や
公
共
施
設
、
ま
た
新
成
人
に
も
配
布

し
ま
し
た
。

　「
初
ボ
ラ
」
に
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
言
葉
の
意
味
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

ど
の
よ
う
な
活
動
な
の
か
な
ど
の
基
礎

知
識
か
ら
、
具
体
的
に
活
動
が
で
き
る

場
所
ま
で
わ
か
り
や
す
く
分
野
ご
と
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
子
育
て
支
援
分
野
」
で

は
、
活
動
の
で
き
る
市
内
の
保
育
所
・
幼

稚
園
・
託
児
施
設
な
ど
を
紹
介
。
「
活

動
内
容
」
で
は
、
幼
児
の
遊
び
相
手
や

散
歩
の
付
き
添
い
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
各
種
行
事
の
準
備
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
育
士
を
目
指
し
て
い

る
人
、子
ど
も
が
好
き
な
人
、子
育
て
が

一
段
落
し
た
人
な
ど
に
も
取
り
組
み
や

す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、「
高
齢
者
・
福
祉
分
野
」や

今月のテーマ展示
『宇　宙』

９月１２日は「宇宙の日」。今月は『宇宙』に
関する本を集めました。ゆっくりと夜空を眺
めて宇宙に思いをはせる…そんな本を展示
します。図書館の本を読みながらおうちで
宇宙旅行、いかがですか。

蔵書検索

※11月6日㈯・7日㈰に行う図書館まつりで
本のリサイクルフェアを実施します。読み終え
て不用になった本がありましたら10月24日
㈰まで図書館にお持ちください。（１人5冊ま
で）

「
環
境
活
動
・
リ
サ
イ
ク
ル

分
野
」、「
イ
ベ
ン
ト
・
そ
の

他
」
に
分
け
て
活
動
内
容

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
ぷ
ら
っ
と☎

23
│

６
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１

9月の
おすすめ

やってみようよ！
ボランティア活動



しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS
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■日独スポーツ少年団同時交流（７月30日～８月５日）
「日独スポーツ少年団同時交流」の訪問団が新庄を訪れま
した。この事業は、国際経験豊かな指導者を育成しようと、
日本体育協会が毎年実施しているものです。新庄・最上地
域には、ドイツ人のスポーツ指導員やスポーツ少年団のリ
ーダー９人が訪れました。滞在期間中、最上郡内でさまざ
まな交流事業を行い、８月４日には、新庄東山焼きと新庄
まつり囃子を体験し、次の訪問地へ向かいました。

雪氷防災研究センター新庄支
所の研究について、広く市民に
知ってもらいたいと一般公開
が行われました。参加した子ど
もたちや市民は、人工降雪機
や施設内の実験装置などを見
学。暑い夏に真冬の体験を楽
しみました。

■真夏の雪体験！（8月6日／雪氷防災研究センター）

市立図書館で「こども夏のつど
い」を開催しました。新庄南高
図書委員やガールスカウトの
ほか、2団体が紙芝居や絵巻絵
本などを披露。子どもたちは、
大きなカヤの木の木陰で、七夕
かざりをつるすなどして楽しい
夏のひとときを過ごしました。

■こども夏のつどい（８月３日／市立図書館）

新成人の門出を祝う成人式を
開催しました。今年の新成人は
４８９人。式典には約３３０人が参
加し、代表の小野千晶さんが「ふ
るさと新庄を誇りに思い自分の
道を歩んでいきたい」と誓いを
述べ、参加者は記念撮影などで
友人との再会を喜びました。

■夏に成人の誓い（８月１４日／市民プラザ）　 ■“知事と語ろう”市町村ミーティングin新庄 
（8月9日/市民プラザ）

県民の声を生かした県政を推進したいと吉村美栄子
山形県知事が新庄を訪れ、「知事と語ろう市町村ミーテ
ィングin新庄」を開催しました。ミーティングには市民
約１６０人が参加。人口減少社会における課題や、花き
生産者への支援策、知的障がい者の就労環境整備、子
育て支援の充実など幅広い分野で意見交換が行われ
ました。



TOPICS

▲新庄まつり前夜祭としてＦＭ山形公開生放送「三浦和人・幻想夢幻コンサート」を開催。（8月23日／ゆめりあ）

13 広報 9.9  2010

■消防団活動に協力します
（8月19日／市役所）

従業員の消防団活動に配慮しているなど、
消防団活動に積極的に協力している事業
所として、㈲石川建設(石川春雄代表取締
役)を消防団協力事業所として認定し、表示
証を交付しました。

1新庄まつりを前に御堀端自
治会がボランティア清掃（8月
22日／最上公園）
2陣峰市民の森で昆虫探索
会を開催（8月7日／市民の森）
3第４回新庄もがみ交流盆踊
り大会を開催（8月10日／ゆめ
りあ）

■3 ■2 ■1

■恒久平和を願って（8月15日／市役所）
世界の恒久平和を願い、平和都市宣言旗の
掲揚式を開催しました。この式典は、新庄市
平和都市宣言推進会議が終戦記念日に毎
年実施しています。式には20団体の代表
が参加。新庄北高生の4人が新しい平和都
市宣言旗を掲揚し、参加者とともに恒久平
和を願いました。

■コミュニティ助成事業で整備しま
した【鳥越地区未来のまちおこし協
議会】 ○助成額 ２５０万円 ○助成対
象 お祭り備品の整備(テント、宮太鼓、
締太鼓、鉦)  ◎この事業は宝くじの助
成金で地域活動に対して助成するもの
です。事業についての相談は、政策経
営課企画政策室へ。☎内線242

各種競技会・大会結果
■平成22年度全国高等学校総合体育大会 

【空手道競技】女子個人形／第3位 国分円香
（宇都宮文星女子）
■第18回全国中学生空手道選手権大会

【組手】男子個人／第3位 元木貴(八向)、女子
団体／第5位 佐々木梢・小林未侑・阿部桜子・阿
部薫子(明倫)
■第37回東北総合体育大会

【ソフトテニス】成年男子団体／優勝 山尾宥勝
(早稲田大) 【ボクシング】成年ライトフライ級／
優勝 柏倉圭吾(新庄神室産業高教員)、成年フ
ライ級／準優勝 柳谷久志(新庄アマチュアボク
シング協会)、少年フライ級／第３位 柳谷泰志
(新庄南高) 【バドミントン】30歳以上女子／第
３位 沼澤さゆり(新庄東高教員)、50歳以上女
子／第３位 柴田美恵子(新庄地区バドミントン
協会)

【空手道】成年男子団体組手／第３位 伊藤真太
郎(日本大)加藤葵(帝京大)、少年男子個人組手
／第３位 叶内奨也(酒田南高)、成年女子団体
組手／優勝 大場美紀(山形医療技術専門学校)、
少年女子形／準優勝 坂上愛(新庄北高)、少年
女子個人組手／第３位 小林穂薫(酒田南高)
■平成22年度山形県高等学校総合体育大会

【ボクシング】バンタム級／優勝 柳谷泰志(新庄南)
■第32回全国スポーツ少年団軟式野球交流
大会東北大会
準優勝／日新レッド・スターズ
■第30回東北学童軟式野球大会県大会
準優勝／萩野フルスイングス
■第32回市総合体育大会結果(１位のみ掲載)

【バレーボール】一般男子／　　　北新会、一
般女子／Ｍｉｎｔ 中学生女子／日新 

【サッカー】５・６年生の部／日新サッカースポ
少、４年生の部／泉田サッカースポ少
 



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです9月の
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表 紙 の 写 真

全日本語りのまつり
in 新庄

○ と　き　10月9日・10日・11日
○ ところ　市民文化会館ほか
○ 特別参加券（新庄市民限定）
 1日券 500円
 共通券（3日間） 1,000円
※詳しくは、実行委員会（新庄ふるさと
　歴史センター）へ。☎22-2188

カモシカを模して舞う  ―県指定無形民俗文化財/萩野・仁田山鹿子踊―

８月２６日に、戸沢神社と護国神社に奉納
される鹿子踊は、萩野と仁田山に伝わる
民俗芸能。７人の踊り手と２人の地方（じ
かた）で構成され、五穀豊穣を祈願する踊
りとして伝えられています。鹿子踊は、ま
ちなかでも多くの観衆を前に踊りを披露し
人 を々魅了しています。カモシカを模した
鹿子踊は、全国唯一といわれ、県の無形
民俗文化財に指定されています。
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新庄の 昔ばなし
最 回終

『新庄のむがす三十選』より

環境にやさしい大豆油インキを
使用しています
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7月末現在の新庄人

39,183人（39,457人）

女 20,450人（20,600人）

男 18,733人（18,857人）

世帯数 13,500世帯（13,492世帯）

7月の異動
出生  27人（027人）

死亡  29人（044人）

転入  70人（076人）

転出  67人（090人）
※（　）は1年前の住民基本台帳


